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平
成
２３
年
第
２
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
６
月
１
日
貉
か
ら
２０
日
豺
ま
で
開
会
し

て
い
ま
す
。
 

一
般
質
問
日
　
６
月
１５
日
貉
〜
１７
日
貊
 

●
一
般
質
問
＝
議
員
が
市
の
仕
事
全
般
に

つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状
況
や

こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
。
 

R
各
日
４２
人
（
先
着
順
）
 

J
議
事
調
査
課
蕁
２
７
７
 

  　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た
場

合
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ

の
税
額
を
算
出
す
る
た
め
、
市
の
職
員
に

よ
る
「
家
屋
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
家
屋
の
内
部
（
間

取
り
・
設
備
）
な
ど
を
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
、

取
り
壊
し
を
し
た
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

J
資
産
税
課
蕁
A
３
０
２
 

   　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
と
建
物
の
老
朽

化
の
た
め
、
耐
震
診
断
調
査
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

貸
し
出
し
を
中
止
し
ま
す
。
 

J
八
幡
公
民
館
蕁
９９５
・
６
２
１
６
 

    　
施
設
内
の
害
虫
消
毒
の
た
め
、
７
月
２

日
貍
は
、
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。
 

J
寿
楽
荘
蕁
９９５
・
２
８
４
７
　
す
え
ひ
ろ

荘
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
蕁
９３６
・
９

１
８
１
 

   　
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
ラ
ベ
ル
や

袋
に
表
示
さ
れ
た
使
用
方
法
や
注
意
事
項

を
厳
守
す
る
ほ
か
、
他
の
作
物
に
飛
散
し

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
適
正
な
保
管
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
公
共
施
設
や
住
宅
地
に
近
接
す
る
場
所

で
は
、
で
き
る
だ
け
、
捕
殺
、
被
害
部
の

切
除
な
ど
農
薬
散
布
以
外
の
方
法
で
防
除

し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
農
薬
を
散
布

す
る
場
合
に
は
、
周
辺
住
民
へ
の
周
知
や
、

飛
散
防
止
な
ど
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
 

J
農
政
課
蕁
A
２
９
９
 

  Q
▼
受
付
＝
６
月
２０
日
豺
〜
２８
日
貂
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
※
土
・
日
曜
日

を
除
く
▼
結
果
発
表
＝
６
月
３０
日
貅
　
午

後
２
時
 

L
八
潮
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

N
市
内
在
住
の
個
人
で
、
自
己
搬
出
可
能

な
方
 

O
自
転
車
、
家
具
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
入
札
に
よ
る
販
売
（
展
示
期
間
中
、
希

望
価
格
を
入
札
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
）

※
一
人
一
品
 

J
八
潮
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
９９７
・
６
６

９
６
　
 

   　
代
理
人
や
第
三
者
の
請
求
で
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、

事
前
に
登
録
し
た
人
に
交
付
し
た
こ
と
を

通
知
す
る
制
度
で
す
。
 

●
登
録
で
き
る
人
＝
八
潮
市
の
住
民
基
本

台
帳
や
戸
籍
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
 

●
登
録
方
法
＝
窓
口
に
来
庁
す
る
人
の
本

人
確
認
書
類
（
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
・

運
転
免
許
証
・
旅
券
な
ど
）
、
委
任
状
（
代

理
人
に
よ
る
場
合
の
み
）
、
印
鑑
を
持
参

し
て
、
市
民
課
へ
 

J
市
民
課
蕁
A
２
１
３
 

  Q
６
月
２１
日
貂
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
  
 
 

L
水
道
部
第
３
会
議
室
（
２
階
）
  

O
▼
会
長
の
選
出
に
つ
い
て
、
会
長
職
務

代
理
者
の
指
名
に
つ
い
て
、
八
潮
市
公
共

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
 

R
５
人
 

M
電
話
で
下
水
道
課
（
蕁
A

４
２
２
）
へ

　
 

  〜
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
お
よ
そ
４０
日
〜
 

　
総
務
省
埼
玉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
埼
玉
）
の
相
談
員
が
、

地
デ
ジ
に
関
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
お
困
り

事
・
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
 

Q
６
月
１５
日
〜
８
月
２３
日
の
月
曜
日
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
お
よ
び
７
月
１０
日

豸
・
１７
日
豸
・
２４
日
豸
　
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時
※
事
前
申
込
不
要
 

L
市
役
所
１
階
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
 

J
総
務
省
埼
玉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
埼
玉
）
蕁
０４８
・
８１５
・

５
８
２
０
（
平
日
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
）
 

   Q
１０
月
２３
日
豸
　
午
前
１０
時
 

L
獨
協
大
学
（
東
武
伊
勢
崎
線
松
原
団
地

駅
下
車
）
ほ
か
 

N
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
、
原
則
と

し
て
合
計
５
年
以
上
か
つ
９００
日
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
方
※
詳
し
く
は
、
「
試

験
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

試
験
案
内
　
市
長
寿
介
護
課
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か
で

６
月
２７
日
よ
り
配
布
 

P
９
０
０
０
円
（
受
験
手
数
料
な
ど
）
 

M
７
月
２９
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
受

験
願
書
を
簡
易
書
留
郵
便
で
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
研
修
開
発
部
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

業
務
課
（
蕁
０４８
・
８２４
・
３
１
１
１
）
へ 

　子ども手当は、４月から９月までの６カ月間、これまでと同じ月額１
万３０００円で引き続き支給されます。 
●支給対象となる子ども　０歳から中学校卒業（１５歳になった
後の最初の３月３１日）まで 
●支給金額　子ども１人につき月額１万３０００円 
●支給月　６月（２月分～５月分）、１０月（６月分～９月分） 
　次の方は、申請手続きが必要です。 
蜷出生などにより、新たに養育する子どもができた方 
蜷すでに受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた方 
蜷すでに受給していて、他の
市町村から引越しをされた方 
※すでに受給していて、対象
となる子どもの数に変更がな
い方は、手続きの必要はありま
せん。 
※平成２３年６月の現況届の
提出は不要です。なお、１０月
に届出・申請などが必要となる
ことがあります。詳しく決まり次
第お知らせします。 
J子育て支援課蕁A４２７ 

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴
 

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
 

Q

L

O

K

R

M

J

N

P入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
 

八
潮
市
下
水
道
事
業
審
議
会
の
傍
聴
 

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
第
三
者
交
付
 

に
係
る
本
人
通
知
制
度
に
登
録
を
 

市
役
所
で
地
デ
ジ
に
関
す
る
 

臨
時
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
！
 

５
月
〜
８
月
は
農
薬
危
害
防
止
 

運
動
期
間
 

八
幡
公
民
館
別
館
の
 

貸
し
出
し
中
止
の
お
知
ら
せ
 

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員
 

実
務
研
修
受
講
試
験
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
、 

す
え
ひ
ろ
荘
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
 

ン
タ
ー
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て
 

　市では、東日本大震災の影響で懸
念される夏季の電力不足対策として、
７・８月の公共施設の夜間貸し出し
を行わないとしていましたが、節電に
取り組んだうえで原則として通常どお
りの貸し出しを行うこととしました。 
　施設利用の際には、エアコン温度２
８度の厳守、使用しない照明の消灯
など、引き続き節電にご協力ください。
　なお、７・８月の公共施設の夜間
利用申請については、６月１５日貉午
前１０時から行います（公共施設予約
案内システム「まんまるよやく」の都合
により、施設ごとの開放時間に若干の
差が生じる場合があります）。 
　詳しくは各施設へお問い合わせく
ださい。 

市内公共施設7～9月分 
貸し出しについて 

子ども手当は引き続き 
支給されます 

人権それは　愛 

ある朝、運動場のすみっこで 

友だちがすわりこんでいた。 

ひとりぼっちで 

うつむいて小さな石ころを見ている。 

「どうしたの。」って話しかけると 

さびしそうな顔で 

ほんの少し、わらった。 

 

「いっしょに遊ぼうよ。」 

「うん。」 

そのとき、友だちの目がかがやいた。 

　　　　　　（文部科学省発行『心のノート』より） 

 

　困っている人を、見て見ぬ振りをしてしまうことはありませんか。 

　人にやさしいことばを掛ける、だれとでも上手にコミュニケーションが取れ

ることは、とても大切なことだと思います。 

　すべての人が生きがいを感じ、お互いにかけがえのない存在であると認

め合い、人権を尊重しあう差別のない明るい社会を築くことがどんなに素

晴らしいことか。過ぎゆく時間の中で立ち止まり、今一度、考えてみませんか。 

J人権・男女共同参画課蕁B８１１、社会教育課蕁B３５７ 


